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朝夕の冷たい空気に、秋の深まりを感じる頃となりました。先日は、授業参観

に多数ご参加いただきありがとうございました。公開授業の３限目に各学年で人

権について考える授業を行いました。さらに今後２学期に、一身田中学校区で人

権フォーラムや人権フェスティバルも予定されています。内容は様々ですが、ど

この学校でもこのような取組を行っています。しかしながら、日本中のあちこち

で「虐待」や「いじめ」など子どもに関する痛ましい出来事があとを絶ちません。 

子どもの世界だけではなく、大人自らが、人権侵害に関わっている事件などもあ

ります。人権とは、私たちが幸せに生きるための権利で世界中の誮もが持ってい

る権利であるにもかかわらず、人は集団で暮らす中で不調和を醸し出します。自

分の不快感をコントロールできずに、一方的に相手を攻撃することは許し難いこ

とです。「いじめを許さない！」と頑張っても、人が見ていないところで繰り返さ

れています。どうしたらいじめをなくすことができるのでしょうか？ 

そのために今、子どもたちに必要なのは、いじめに立ち向かう力を持つことだ

と思います。一人一人は弱いけれど、つながり合って、いじめに立ち向かうこと

だと思います。子ども同士の良好な人間関係さえあれば、きっと諸誯題を解決し

てくれることと思います。 

保護者の皆様から授業参観をご覧になった感想をいくつ

かいただきました。「栗真小は１年生から６年生までクラス

替えがないので、このまま仲良く卒業してほしい」「相手の

気持ちを考えて話したり、遊んだり出来るようになってほ

しい」「いやな思いをしたとき、いやだと言えないので、空

気を壊さず意思表示できる方法を子どもたちに教えてほしい」など、みんなの願

いは同じです。また、「小学生の道徳であっても、大人も久々に本当の友情を考え

るいい機会になった」との感想もありました。 

スペインの９歳の女児アルセダさんが「友情のベンチ」

を発案し、そのベンチを実際に学校に作って置いたとい

う海外ニュースがありました。 

「友情のベンチ」とは、誮かが座ると、隣に誮かがそ

っと座ってお話を聞いてあげるというベンチだそうです。

小さなアイデアに未来への大きな希望を感じました。 

◎「いじめ」と「けんか」の違いは何だろう、みんなで話し合いたいな。（小２） 

◎子どもだけじゃない、「見て見ないふり」（中３） 

これらは、昨年の「全国いじめ防止標語コンテスト」で最高賞になった標語です。 

平素から、ご家庭でも友人関係について子どもたちとお話をする機会を持って

いただきたいと願っています。みんなの幸せのために、お互いに声を掛け合って

安心してすごせる仲間がいる栗真小にしていきたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

旭化成鈴鹿製造所では、リカちゃん人形の髪を製造し

ていて、いろいろな髪色をつくることが出来るそうで

す。サランラップ製造の工夫についても学びました。 

鈴鹿オートリサイクルセンターでは、分解されてい

る車の部品について説明してもらいました。年間に

１０００台のリサイクルを目指しているそうです。 

 

三重大学の雑木林で

豊作のドングリ拾い 

に夢中になりました。 

夢中になりました！ 

地域の老人会の

みなさまに来て

いただきました。 

読売新聞社津支局長の宇都宮さんに来ていただきました。

新聞記者の仕事の苦労や喜び、新聞が出来るまでの流れや

新聞の楽しみ方を知り、新聞記事に興味がわきました。 

震災ボランティアの仕事は、土砂の片付けなどの力仕事だ

けではないことがわかりました。岩中さんは、仲間の方と

いっしょに、街に張り紙を二千枚も貼られたそうです。 

ナビルさんのご両親からインドネシアの 

おかしを教えていただきました。 

左のお菓子は、ピサンゴレンです！！ 

毎日練習を熱心に積み重ねてき

た成果が発揮された「パプリカ」

栗真小バージョンで、心一つに 

なった素晴らしい演奏でした。 

保護者の皆様の激励と応援 

ありがとうございました。 


